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第３学年３組 体育科学習指導案 

 

 

１ 単元名 ジャンプ！アップ！高とびにんじゃ！ 

 

２ 運動の特性 

   高跳びは、短い助走から強く踏み切って高く跳ぶことや、記録に挑戦することが楽しい運動であ

る。 

 

３ 児童の実態 

（１）知識・技能の状況について 

   本学級の多くの児童は、休み時間には外に出て思いきり体を動かすことを好んでいるが、その遊

びは鬼ごっこやドッジボールがほとんどで、日常の中で跳ぶ動きに親しむ経験は少ない。第２学年で

は「跳の運動遊び」を経験しており、段ボールやゴム紐などの障害物を跳び越すことや、ケンステッ

プを使ってリズムよく跳ぶことの楽しさや気持ちよさを味わっている。 

実態調査では、ゴム紐の高さ、助走の方向や距離、跳び方を児童に自由に選択させ、複数回取り

組ませた。ほとんどの児童が足からの着地に成功しており、中にははさみ跳びに近い跳び方ができ

ている児童もいた。一方で、跳ぶことに抵抗がある児童や、着地を失敗したことで恐怖心をもって

しまう児童がいた。アンケートからも、けがの心配によって高跳びに不安を抱く児童がいることが

わかる。また、両足で踏み切って跳ぶ児童や、必要以上に長い助走を取ったためにゴム紐手前で失

速する児童が多くいた。「走ってきて、跳ぶ」ことの経験不足により、どのような動きが高く跳ぶ

ことにつながるかを意識している児童は少ないと考える。 

 

（２）思考・判断・表現の状況について 

前年度までの積み重ねもあり、多くの児童が自分に合っためあてをもって学習に臨めると答えて

いる。一方で、「友達のよい動きを見付けることができますか」という問いに「いつもできる」と

回答したのは３割弱であり、「友達の動きを見て気付いたことを、友達に伝えることができます

か」という問いには、約半数の児童が「できない」と回答している。これまでの体育学習では、運

動遊びに夢中になっていたり、必要感が生まれなかったりしたことから、友達の動きに目が向く機

会が少なかったのではないかといえる。また、どのような所を見たらよいか、その視点が定まって

いなかったため、考えたことを友達に伝えることについて、自信がないと感じているのではないか

と考える。 

 

（３）主体的に学習に取り組む態度の状況について 

本学級のほとんどの児童は、体を動かすことや、跳ぶ動きを楽しみにしている。またアンケート

から、跳ぶ運動の中でも特に「高く跳ぶこと」に楽しみを感じている児童が多いことがわかった。

「高跳びの学習は楽しみですか」という問いにも９割の児童が「楽しみ」と回答しており、多くの

児童が高跳びの学習に意欲的で、「より高く跳びたい」「記録を伸ばしたい」という強い願いをもっ
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ている。一方で、高く跳べないことを心配する児童もいる。実態調査では、友達と自分の記録を比

べて落ち込んでいる児童もいた。友達との比較によって自信が無くなり、それが意欲の低下につな

がっているのではないかと考える。 

 

４ 研究の視点と学習の手立て 

（１）市教研体育部の研究主題 

生涯にわたって健康を保持増進し、運動に親しむ子どもを育てる体育学習 

（２）研究の視点と手立て 

視点１ 課題を見付け解決できる学習過程の工夫と指導内容の明確化 

＜手立て＞ 

○学習過程の工夫 

本学級の児童は、「高く跳びたい」「記録を伸ばしたい」という願いを強くもっている。一方で、跳

ぶ動きの経験が不足していることから、より高く跳ぶためにはどのように体を動かせばよいかを理

解していない状況にある。これらを踏まえて、児童が意欲を持続させながら、高く跳ぶための動きの

こつを見付け、技能を高めていけるような学習過程にしたいと考えた。そこで、「見習いの忍者が高

跳びの修行をし、一流の忍者を目指す」というストーリーを設定し、単元を進めていく。 

オリエンテーションでは、本単元のストーリー設定や、単元の終わりには自分の記録の伸びがわか

るような「高跳び忍者認定証」を与えることを児童に伝える。学習の見通しをもたせることで、児童

が高跳びのこつを学習の中で見付けることに、より意欲的に取り組めると考えた。 

２、３時間目は「修行その①～高跳びのこつ発見の巻～」と名付け、児童が様々な場で跳ぶことを

楽しみながら、高跳びのこつを見付けていく時間として設定する。まずは跳ぶことに十分に慣れ親し

ませることで抵抗感を和らげ、踏み切って高く跳ぶことの楽しさや気持ちよさを十分に味わわせた

い。その上で、高跳びのこつを学級全体で考えていく。より高く跳ぶための動きについて、気付いた

ことや考えたことを全体で共有し、皆で高めていく雰囲気を大切にしたい。 

４～６時間目は「修行その②～目指せ一流忍者の巻～」と名付け、児童が自身の課題に応じた場で

課題解決に向けて活動する「レベルアップタイム」と、記録の測定を行う「チャレンジタイム」に分

けて学習を進める。レベルアップタイムでは、「助走」「踏切り」「着地」といった高跳びのポイント

を押さえた場を練習の場として設定し、児童がそれぞれの課題を克服するために取り組めるように

する。チャレンジタイムでは、児童が見付けた高跳びのこつを意識しながらその日の記録を測定し、

記録に挑戦できるようにしていきたい。 

 

 

  【２、３時間目「高跳びのこつ発見の巻」での場の例】 

修行の場 行い方 各場で予想される児童の気付きの例 

①連続跳びの場 

 

 

並べられたゴム

紐を、連続で跳び

越す。 

・足は高く上げるといいね。 

・片足ずつ着地をするといいね。 



3 

 

②ジグザグ跳びの場 

 

 

 

ジグザグに並べ

られたゴム紐を

跳び越す。 

・足は高く上げるといいね。 

・膝を曲げると、足が高く上がるよ。 

③紐タッチ跳びの場 

 

 

ぶら下がった紐

に、高く跳び上が

ってタッチする。 

・片足で踏み切るといいね。 

・自分が得意な方の足で踏み切るといいね。 

④ケンステップ跳びの場 

 

 

 

並べられたケン

ステップを、ケン

ケンでリズムよ

く跳ぶ。 

・ぼくは５歩の助走がぴったりだな。 

・「ト・ト・トーン」と、勢いをつけて跳ぶといい

ね。 

⑤ロイター板（踏切り板）

跳びの場 

 

 

 

ロイター板で強

く踏み切って、ゴ

ム紐を跳び越す。 

・跳ぶ直前に勢いがあるといいね。 

・片足で「バーン」で踏み切るといいね。 

・助走が長すぎると、踏み切りにくいね。 

⑥跳び箱跳びの場 

 

 

 

跳び箱の上から

強く踏み切って、

ゴム紐を跳び越

す。 

・足の裏で、「ふわっ」と着地すると安全だね。 

・片足ずつ、「ト・トン」と着地するといいね。 

・踏み切った足がひっかからないように、高く上げ

るといいね。 

※それぞれの場ははじめ教師が設定するが、児童が運動の中で改良や調節をしたり、組み合わせたり

してもよいことを伝える。 

※④～⑥の場は、レベルアップタイムでも取り組む。 

 

○掲示物の工夫 

２、３時間目の「高跳びのこつ発見の巻」では、児童が様々な場で跳ぶ運動に慣れ親しむ中で、気付

いた高跳びの動きのポイントを集め、それらを基に高跳びのこつを学級全体で考えていく。そこで、児

童の気付きを集める「皆の気付きの書」と、その中から高跳びのこつとなる言葉を精選して書き表す

「秘伝の書」の２つを、掲示物として用意する。 

「皆の気付きの書」には、「高跳びのこつ発見の巻」での運動の中で、「片足で強く踏み切ると高く跳

べるね」「助走に勢いをつけるといいね」といった児童の気付きをたくさん集めていく。そして、集め

た児童の気付きの中から、高跳びのこつとして「秘伝の書」に載せる言葉を学級全体で一緒に考えてい

く。複数の気付きの中から共通点を探したり、擬音語に注目したりして、高跳びのこつを見いだしして

いきたい。また、それらを観点別（助走・踏切り・着地）に整理して「秘伝の書」に表していくことで、

児童が高跳びで必要な動きを観点別に捉え、自身のめあてに生かせるようにする。 

「秘伝の書」に書かれた内容が、高跳びのこつとなり、児童が動きを高めるときの視点となる。児童

らが自分たちで高跳びのこつに気付き、「秘伝の書」を作り上げたという実感を大切にしたい。 
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 【掲示物の活用のイメージ図】 

「高跳びのこつ発見の巻」での活動        「目指せ一流忍者の巻」での活動 

 

 

 

ロイター板跳びの場 

 

                          【掲示物（秘伝の書）の例】 

【掲示物（皆の気付きの書）の例】         

 

 

 

 

 

 

 

 

視点２ 運動の楽しさや喜びを膨らませる関わり合いの工夫 

＜手立て＞ 

○忍者チームの設定 

単元を通して４人組の忍者チームを設定する。２、３時間目の「高跳びのこつ発見の巻」では、個人

で場を選んで運動した後に、見付けたこつをチームで伝え合う時間を設ける。４時間目以降の「目指せ

一流忍者の巻」では、チームごとに記録の測定をする。また、毎時間の振り返りの際には、記録の伸び

やその日の頑張りに応じてチームの中から「今日のベスト忍者」を選ばせ、学級全体で称賛する場を設

ける。 

毎時間チームで関わる時間を設けることで、互いの動きの高まりに気付いたり、関わり合うよさを感

じたりすることができるようにしたい。単元を通して同じチームで活動することで、動きの変化に気付

いてアドバイスしたり、よい変化のあった友達の動きを真似したりすることもしやすいと考えた。ま

た、チームの友達との仲間意識を高め、互いの成長や記録の伸びを認め合う姿も引き出していきたい。 

 

【目指す姿のイメージ図】 

       

 

 

 

 

 

 

「高跳びのこつ発見の巻」 

 

 

チームで伝え合う 

 

「毎時間の振り返り」 

チームや学級の皆で認め合う 

友達と関わりながら運動することで、 

高跳びがより得意になった気がするよ！ 

友達と関わって運動するっていいね！ 

楽しいね！ 

「バーン」と強く踏み切る

と、高く跳べるよ。 

ケンステップとびの場

ロイター板とびの場とび箱とびの場

れんぞくとびの場

ジグザクとびの場

ひもタッチとびの場
みんなの

気づきの書

「バーン」と強く踏

み切ることができて

いて、上手だね。 

踏切りを見

ていてね。 

「目指せ一流忍者の巻」 

 

 

チームで協力して活動する・教え合う 

気付きを集める 

精選 

生かす 

ひでんの書 ★一流忍者★

ふみきりのこつ

・～～べし。

・～～～～～べし。

着地のこつ

・～～べし。

・～～～べし。

助走のこつ

・～～べし。

・～～～～～べし。
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５ 単元の目標  

（１）高跳びの行い方を知るとともに、短い助走から踏切り足を決めて高く跳び、膝を曲げて足から着地

することができるようにする。                     （知識及び技能） 

（２）自己の能力に適した課題を見付け、動きを身に付けるために練習の場を選ぶとともに、考えたこと

を友達に伝えることができるようにする。          （思考力、判断力、表現力等） 

（３）高跳びの運動に進んで取り組み、使用する用具の準備や片付けを友達と一緒にしたり、友達の考え

を認めたり、場や用具の安全に気を付けたりすることができるようにする。                     

（学びに向かう力、人間性等） 

 

６ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①高跳びの行い方について、言

ったり、書いたりしている。 

②短い助走から、踏切り足を決

めて強く踏み切り、上方に高

く跳ぶことができる。 

③膝を柔らかく曲げ、足から着

地することができる。 

①自己の課題を見付け、その課

題に適した練習の場を選んで

いる。 

②友達のよい動きや変化を見付

けたり、考えたりしたことを

友達に伝えている。 

①高跳びに進んで取り組もうと

している。 

②用具の準備や片付けを、友達

と一緒にしようとしている。 

③友達の考えや取組を認めよう

としている。 

④場や用具の安全に気を配って

いる。 

 

７ 指導と評価の計画 

 １ ２ ３ ４ ５（本時） ６ 

学習の 
ねらい 

ねらいを知
り、学習過程
への見通しを
もつ 

高跳びのこつを見付け、 
こつを意識しながら記録に挑戦して高跳びを楽しもう 

０ 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

45 

オリエンテーシ

ョン 

・学習過程や約

束の確認 

・準備や片付け

の仕方の確認 

・安全面につい

ての確認 

・様々な場で跳

ぶ運動を行う 

・記録の測定 

・振り返り 

 

 

 

  
 
 

知・技 
 ① 

(観察・カード) 
③ 

(観察) 
  ② 

(観察) 

思・判・表 
 
 

  ② 
(観察・カード) 

① 
(観察・カード) 

 

態度 
① 

(観察) 
④ 

(観察) 
② 

(観察) 
 ③ 

(観察) 
① 

(観察) 

修行その① 

～高跳びのこつ発見の巻～ 

様々な場で、高く跳ぶこ

つを見付けながら高跳び

を楽しもう。 

修行その② 

～目指せ一流忍者の巻～ 

こつを意識しながら、記録に挑戦

して高跳びを楽しもう。 

 

・レベルアップタイム（課題解決） 

・チャレンジタイム（記録の測定） 

 

まとめ 
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８ 指導計画 

 学習内容と活動 教師の指導・支援○ 評価◇ 

は
じ
め
（
１
時
間
目
） 

【オリエンテーション】 

１ 学習のねらいや運動の行い方を知り、今

後の学習の見通しをもつ。 

  ・学習のねらい 

  ・学習の約束 

  ・安全面の確認 

  ・場の準備・片付けの仕方 

 

２ 準備運動を行う。 

 

 

３ 様々な場で、跳ぶ運動を行う。 

 

 

 

 

 

４ チームごとに測定を行う。 

 

 

 

５ 学習の振り返りを行う 

・「今日のベスト忍者」を決める。 

・次時の見通しをもつ。 

 

６ 協力して場や用具の片付けを行う。 

 

 

○「見習いの忍者が高跳びの修行をし、一流の忍

者を目指す」というストーリー設定を伝え、児

童の意欲を引き出す。 

○単元を通して安全に活動するために、運動す

るときの約束事や場や用具の安全に気を付け

ることを指導する。 

 

○高跳びに関わる動きを取り入れ、十分に体を

ほぐすように声をかける。 

 

○跳ぶことに抵抗感をもつ児童には、ゴム紐を

低く設定した場を用意し、徐々に慣れていけ

るようにする。 

◇高跳びに進んで取り組もうとしている。 

  【態度①】  

 

○跳ぶ人以外の役割やローテーションの仕方を

確認し、円滑に記録の測定が行えるようにす

る。 

 

○「今日のベスト忍者」は記録だけでなく、準備

や協力の様子なども加味して選ぶように助言

する。 

 

○チームの友達と協力して、安全に片付けるこ

とを確認する。 

 

な
か
①
（
２
～
３
時
間
目
） 

１ 協力して場や用具の準備を行う。 

 

 

２ 全体で準備運動を行う。 

 

 

３ 学習のねらいを確認する。 

 

 

 

 

 

 

○場や用具、人との間隔等に気を配り、十分に

安全を確認する。 

 

○高跳びに関わる動きを取り入れ、十分に体を

ほぐすように声をかける。 

 

 

修行その① ～「高跳びのこつ発見の巻」～ 

様々な場で、高く跳ぶこつを見付けながら高跳びを楽しもう。 
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な
か
①
（
２
～
３
時
間
目
） 

４ 様々な場で、跳ぶ運動を行う。 

 跳ぶ運動の場 

 連続跳びの場   ケンステップ跳びの場 

 

 

 

 ジグザグ跳びの場  ロイター板跳びの場 

 

 

 

 紐タッチ跳びの場  跳び箱跳びの場 

 

 

 

 

 

５ チームごとに、高く跳ぶためのこつにつ

いて気付いたことを伝え合い、「皆の気付

きの書」に記す。 

 予想される児童の気付きの例 

 ・片足で「バーン」で踏み切るといいね。 

・自分が得意な方の足で踏み切るといいね。 

・「ト・ト・トーン」と、勢いをつけて跳ぶ

といいね。 

・助走が長すぎると、踏み切りにくいね。 

・片足ずつ着地をするといいね。 

 

 

６ 「皆の気付きの書」の中から、高跳びのこ

つとして「秘伝の書」に載せる言葉を、全

体で考える。 

 

７ 学習の振り返りを行う 

・「今日のベスト忍者」を決める。 

・次時の見通しをもつ。 

 

 

 

 

８ 場や用具の片付けをする。 

 

○様々な場で運動するように声をかけ、児童が

踏み切って高く跳ぶことの楽しさを十分に感

じられるようにする。 

○跳ぶことに抵抗感をもつ児童には、ゴム紐を

低く設定した場を用意し、徐々に慣れていけ

るようにする。 

○「ケンステップ跳びの場には、助走のこつが隠

されているよ」というように、各運動の場での

着眼点を伝えておくことで、その場からどの

ような高跳びのこつに気付けばよいかを児童

が考えやすいようにする。 

◇膝を柔らかく曲げ、足から着地することがで

きる。            【知・技③】 

◇場や用具の安全に気を配っている。 【態度④】 

 

 

○「皆の気付きの書」の掲示物は、各場ごとの気

付きを記入できるようにし、それぞれの場で

どのような動きを高めることができるかを考

えられるようにする。 

○押さえたい高跳びのポイントが児童の気付き

の中に無いときは、よい跳び方をしている児

童の跳び方を皆で見て、助走や踏切りなどの

ポイントに着目できるようにしていく。 

◇高跳びの行い方について、言ったり、書いたり

している。          【知・技①】 

 

 

○複数の気付きの中から、共通点や擬音語など

に着目させ、高跳びのこつを見いだしていけ

るようにする。 

 

○振り返りは、見付けた高跳びのこつについて

書いたり、次時の活動の場を選んだりするよ

うに声をかける。 

○「今日のベスト忍者」は記録だけでなく、伝え

合いの場面での様子なども加味し、様々な児

童が選ばれるように助言する。 

 

○チームの友達と協力して、安全に片付けるこ

とを確認する。 

◇用具の準備や片付けを、友達と一緒にしよう

としている。          【態度②】 
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柱係 

な
か
②
（
４
～
６
時
間
目
） 

１ 協力して場や用具の準備を行う。 

 

 

２ 全体で準備運動を行う。 

 

３ 学習のねらいを確認する。 

 

 

 

４ レベルアップタイムを行う。 

レベルアップタイムでの場 

○ケンステップ跳びの場 

特に高められる動きのポイント 

【助走・踏切り】 

 

○ロイター板跳びの場 

特に高められる動きのポイント 

【助走・踏切り】 

 

○跳び箱跳びの場 

特に高められる動きのポイント 

【踏切り・着地】 

 

 

５ チームごとに、チャレンジタイムに取り

組む。 

 記録の測定の仕方 

 ①跳ぶ児童が、挑戦したい高さを柱係の児

童に伝え、柱係が高さを調節する。 

 ②跳ぶ児童は、見てほしいポイントを伝え

た上で、合図を出してから挑戦する。 

 ③跳んだ後、柱係の児童は助言をしたり、

成功を褒めたりする。 

 ④跳んだ児童が柱係となり、柱係の児童は

次に跳ぶ児童の後ろに並ぶ。（ローテー

ションをする。） 

 

 

 

 

 

 

 

○場や用具、人との間隔等に気を配り、十分に

安全を確認する。 

 

○高跳びに関わる動きを取り入れ、十分に体を

ほぐすように声をかける。 

 

 

 

 

○自分の課題をもちにくい児童には、「秘伝の

書」を見て、どの高跳びのこつを修行したい

かを考えるように助言する。 

○課題に応じた場を選んで運動する中で、新た

に気付いた高跳びのこつがあれば「秘伝の

書」に書き加え、全体に伝えていく。 

◇自己の課題を見付け、その課題に適した練習

の場を選んでいる。    【思・判・表①】 

 

 

 

 

 

 

 

○跳ぶ人以外の役割やローテーションの仕方を

確認し、円滑に記録の測定が行えるようにす

る。 

○「秘伝の書」を参考に、高跳びのこつを意識し

ながら挑戦するように声をかける。 

○見ている児童も、「秘伝の書」を参考に跳び方

を見て、褒めたりアドバイスしたりするよう

に声をかける。 

◇短い助走から、踏切り足を決めて強く踏み切

り、上方に高く跳ぶことができる。【知・技②】 

◇友達のよい動きや変化を見付けたり、考えた

ことを友達に伝えている。 【思・判・表②】 

◇高跳びに進んで取り組もうとしている。 

【態度①】 

 

 

 

 

 

修行その② ～目指せ一流忍者の巻～ 

こつを意識しながら、記録に挑戦して高跳びを楽しもう。 

 

柱係 
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６ 学習の振り返りを行う 

・「今日のベスト忍者」を決める。 

・次時の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

７ 場や用具の後片付けを行う。 

○記録だけでなく、記録の伸びや関わり合う姿

を加味して選ぶように声をかけ、誰もが選ば

れるようにする。 

○次時の課題を見付けるのが難しい児童には、

友達からアドバイスをもらったり、「秘伝の

書」を参考にしたりするよう声をかける。 

◇友達の考えや取組を認めようとしている。 

【態度③】 

 

○チームの友達と協力して、安全に片付けるこ

とを確認する。 

ま 

と 

め 

【学習のまとめ】 

○高跳びの行い方を知るとともに、短い助走から踏切り足を決めて高く跳び、膝を曲げて足から

着地することができたか。 

○自己の能力に適した課題を見付け、動きを身に付けるために練習の場を選ぶとともに、考えた

ことを友達に伝えることができたか。 

○高跳びの運動に進んで取り組み、使用する用具の準備や片付けを友達と一緒にしたり、友達の

考えを認めたり、場や用具の安全に気を付けたりすることができたか。 

 

10 場図 

 【「高跳びのこつ発見の巻」】             

 

 

 

 

  

 

 

 

  

【レベルアップタイム】            【チャレンジタイム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

ス

テ

ー

ジ １段

１段

ケンステップとびの場

連続と

びの場

ロイター板とびの場

跳び箱と

びの場

跳び箱と

びの場

ひもタッチ

とびの場

ジグザグ

とびの場

ス

テ

ー

ジ

１段 １段

ケンステップとびの場

【助走・踏切り】

跳び箱とびの場

【踏切り・着地】

ロイター板とびの場

【助走・踏切り】

ス

テ

ー

ジ

赤チーム

紫チーム黄チーム

水色チーム青チームオレンジチーム

白チーム


